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令和２  年  第  ２１  回  教  育  委  員  会  会  議  録  

招集年月日    令和２年１０月１３日  

 招 集 場 所    日南町役場  防災会議室  

開   会    午後１時３０分    教育長宣告  

出 席 委 員   伊田教育長 中島教育委員 中村教育委員   西村教育委員 山脇教育委員   

欠 席 委 員   なし  

   議   案  

 

 

 第３６号 日南町特別天然記念物オオサンショウウオ保護管理および生息環境保全指針策定検討会委員委

嘱について  

 

 

議 事 日 程  

議     事           の       経     過  

日 程 そ の 他 発 言 者 発 言 の 要 旨 

 

事 業 報 告 及 び

行事予定  

 

 

日程第１  

議案第３６号  

 

 

 

 

 

教育長  

教育長  

 

教育長  

 

教育長  

 

事務局  

教育長  

教育委員  

事務局  

教育長  

第２１回教育委員会を開会します。  

※資料により内容説明  

 

議事録署名委員は中村委員。  

 

日程第１ 議案第３６号日南町特別天然記念物オオサンショウウオ保護管理および生息環境保全指針

策定検討会委員委嘱について  

※資料により内容説明  

当初は５名であったが、６名となった。報償は５名分。  

丸山の林道に大きく影響がある。行政からのアプローチする余地はあるか。  

環境保全もだが、人間社会としての共生を考えながら指針の策定をしたい。  

森林組合とか、オブザーバーの意見もしっかり聞くということもやりたい。いろいろな意見を聞きな
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協議・報告  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員  

教育委員  

 

 

事務局  

 

教育長  

 

教育委員  

事務局  

教育委員  

教育長  

 

 

教育委員  

 

 

教育長  

 

 

事務局  

 

 

がらやっていく会にしたい。今年だけでなく４年先までの計画を立ててある。今年は、土屋の川まで。

川を中心として、生息の調査活動に入る。では、議案第３６号日南町特別天然記念物オオサンショウ

ウオ保護管理および生息環境保全指針策定検討会委員委嘱について承認いただけるか。  

異議なし。  

 

〇いじめ・不登校について  

<児童アンケート分析> 

※資料により内容説明  

「勇者の旅」プログラムに参加したい。鳥大生の活用も考えたい。不登校の改善につながる取り組み

をしたいと提案をいただいた。これから、学校、家庭でやっていきたい。  

先ほどのアンケート結果の分析を担任に返すということだが、担任はどこまで知るか。  

名前が分かるので、個人指導できる。  

家庭には返すのか。  

居場所感という項目があり、家庭での居場所はどうなのか、家庭との関連は整理された。学級内の不

和が顕著である。医療的ケアの必要な子どもが非常に多い。家庭での環境も大きく関わっている。こ

れから見えてくる課題は、教育だけでなく福祉とも一緒に連携していきたい。  

３年前からやっているということは、今の６年生が４年生の時のデータも分かる。今の６年生が４年

生からどう変わっているかも知りたい。このような良い調査もしているにもかかわらず、それを生か

しているか。保護者にも分かるように話してほしい。  

ソフトバンクとの連携の会で、この話をネット配信でもして小林教授の話を保護者にも聞いてほしい

という話があった。保護者にどう返していくか考えていかないといけない。事務局で話をしていきた

い。  

〇コミュニティ・スクールについて  

※資料により内容説明  
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事務局  

 

事務局  

事務局  

 

 

 

事務局  

事務局  

教育長  

教育委員  

 

事務局  

 

教育長  

 

教育委員  

教育長  

教育委員  

 

事務局  

教育長  

教育委員  

 

 

〇保小連携について  

保育士がそろって、赤碕子ども園、すみれ子ども園に視察に出かけて勉強中である。  

〇日南町の子どもの教育在り方検討会について  

※資料により内容説明  

あいさつについては、大人が示すこと。３分の１の先生は一貫教育はすすんでいないと思っている。

「学びの森構想」は矢部先生が提案された。ふるさと教育、伝統芸能も取り組んでいくような、仮称

「日南学」のような取り組みをしたい。当日は聴講会場で８名の参加があった。  

〇「沖縄の現実を考えるパネル展示」共催の依頼について  

※資料により内容説明  

名義貸しのようなことではない。共催ということは今までない。共催すれば、貸し料が全額免除、共

催でなくても半額免除となる。  

政治的意図はあるか。  

感じた方もいらっしゃった。文化センターは、政治的なものも利用はこれまでもあった。今回のよう

な名義貸しのようなことは今までなかった。  

名義貸しはおかしい。企画から参加するならまだよいが。共催というのは、主催に準ずるということ

なので。  

お断りしてもよいと思う。  

お断りするでよろしいか。  

異議なし。  

〇海外派遣について  

※資料により内容説明  

今の現状で、渡航制限がある。とりやめるという判断でよいか。  

異議なし。  
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〇教育委員会の開催予定について  

第２２回 １１月５日（木）  １５時００分  

 

 

以上で第２１回教育委員会を閉じます。  

 

 

会議の経過を記載し、相違ないことを証するためにここに署名する。                           

                                              日南町教育委員会 教育委員  


